
順調(90%以上)    概ね順調(75％以上)    難航(75％未満)

【２-３】在宅医療・介護
連携の推進

【３-１】介護保険事業の
円滑な実施

施策の方向性

　Ｒ３計画値に対する実績値（見込）は98％となっている。サービスごとに若
干の差異があるが、概ね計画通りにサービス提供（利用）がなされていること
から、全体としては「概ね順調」とした。

R3評価 評価の理由

　地域に出向いて行う介護予防出前講座などは予定回数を実施できず参加者数
が減少したが、保健事業と介護予防の一体的取組において、保健師等が高齢者
宅へ訪問をして個別指導を重点的に実施し、介護予防の推進に取り組んだこと
から、全体としては「概ね順調」とした。

　総合相談窓口では、「8050、ダブルケア、ひきこもり、ヤングケアラー」の
相談窓口の設置、チラシやポスターの掲示など積極的に窓口の周知を行い、
セーフティネットの充実に努めことや、ひとり暮らし高齢者訪問など在宅生活
への支援にきめ細かに対応したことから「順調」とした。

　認知症サポーター養成講座や初期集中支援チームにおいて、チームでの支援
ができず個々に対応をしたため、計画値に及ばなかったが、はいかいＳＯＳ
ネットワーク事業において、個人賠償責任保険やＱＲコード付き見守りシール
を導入し、新規登録者数の増加につなげており、全体として「順調」とした。

　医療や介護専門職と対面での意見交換や研修が困難であったが、ＷＥＢによ
る会議や研修会を積極的に開催し、推進に努めた。また、市民向け講座の開催
は見送ったが、ＡＣＰ（ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ･ｹｱ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ）の普及に活用するツール「ここ
ろのノート（人生会議手帳）」を作成したことから、「概ね順調」とした。

【１-１】健康づくり、自
立支援、介護予防・重度化
防止施策の充実

【２-１】地域共生社会の
実現

【２-２】認知症施策の推
進

袋井市⻑寿しあわせ計画〔令和３年度〜令和５年度〕推進状況について
（第９次袋井市高齢者保健福祉計画・第８期袋井市介護保険事業計画）

１ 計画の施策体系

２ 令和３年度評価結果のまとめ

新型コロナウイルスの感染拡⼤の影響で、住⺠主体の通いの場（介護予防体操、居場所、サ
ロン）の開催が⾃粛されたことや、市主催の研修会・講座などの開催を⾒送ったために、計画
値を下回る項目が多くあった。
ウイズコロナにおいても目的が達成できるよう、ＩＣＴを活⽤するなど開催⽅法や⼿法を⾒

直し、着実に業務を推進する必要がある。

資 料 １

 １

Administrator
テキストボックス
令和４年３月15日開催
袋井市高齢者保健福祉計画等推進委員会資料



袋井市の人口と要支援・要介護認定者等について

１ 年齢別人口（計画Ｐ８）
〔R3総人口〕推計88,200人→実績88,144人 〔R3高齢者人口〕推計21,500人→実績21,575人

２ 高齢者人口（計画Ｐ９）
〔R3高齢化率〕推計24.4％→実績24.5％ 〔65～74歳人口〕推計11,037人→実績11,493人

３ 高齢者世帯数（計画Ｐ10）
〔R3高齢者世帯割合〕推計18.9％→実績21.0％ 〔ひとり暮らし高齢者〕推計3,246人→実績3,882人

４ 要支援・要介護認定者数（計画Ｐ11）

〔R3認定率〕推計15.3％→実績15.5％ 〔R3認定者数〕推計3,289人→実績3,355人

 ２



  袋井市⻑寿しあわせ計画（Ｒ３〜Ｒ５）取組指標の進捗状況について

基本目標１ 元気でいきいきと暮らせる健康⻑寿社会の実現
１－１ 健康づくり、⾃⽴⽀援、介護予防・重度化防⽌施策の充実
１-１-１ 健康づくりの推進（計画P52) ※R３は⾒込

年次
Ｒ２
年度

Ｒ３
年度

Ｒ３
実績/計画

Ｒ４
年度

Ｒ５
年度

内容 事業量(R３年度) 今後の取組方針

計画値 110 120 130

実績値 91 118

計画値 1,200 1,350 1,500

実績値 959 899

計画値 500 530 560

実績値 480 504

１-１-２ 切れ目のない介護予防の推進（計画P55･56) ※R３は⾒込

年次
Ｒ２
年度

Ｒ３
年度

Ｒ３
実績/計画

Ｒ４
年度

Ｒ５
年度

内容 事業量(R３年度) 今後の取組方針

計画値 325 340 355

実績値 305 550

計画値 75 80 85

実績値 69 70

計画値 130 130 130
実績値 100 88
計画値 2,500 2,500 2,500
実績値 1,700 1,252
計画値 294 294 294
実績値 246 294
計画値 4,600 4,700 5,000
実績値 3,702 4,200
計画値 4 5 6
実績値 2 2
計画値 8 10 12
実績値 4 4

１-１-３ 地域リハビリテーションの推進（計画P58) ※R３は⾒込

年次
Ｒ２
年度

Ｒ３
年度

Ｒ３
実績/計画

Ｒ４
年度

Ｒ５
年度

内容 事業量(R３年度) 今後の取組方針

計画値 35 40 45
実績値 15 6
計画値 525 600 675
実績値 225 73

地域での健康食の普及
活動参加延人数（人）

施策別取組指標

望ましい食習慣の定着

地域での健康食の普及
活動回数（回）

袋井市健康づくり食生活推進員を対象に、
リーダー研修の実施した。また、各地区で伝
達講習を実施する。

リーダー研修14回、118人参加
伝達講習104回、781人参加
リーダー研修は感染症予防のため少人数で実
施し、伝達講習も感染症予防による不参加の
ため、参加者増には至らなかった。

新型コロナの状況をみながら、参
加人数の増加を図っていく。107%

75%

施策別取組指標

保健事業と介護予防の
一体的取組

後期高齢者保健指導延
人数（人）

糖尿病重症化予防や腎機能低下予防等が必要
な高齢者へ保健師や管理栄養⼠が個別指導等
を実施する。

対象者467人に対し、11月末までに延522人
へ実施した。対象者１人に対して、年２回の
指導を実施した。

計画値に基づき、引き続き個別指
導等実施していく。

心の健康づくりの推進
ゲートキーパー養成延
人数（人）

⺠生委員児童福祉委員をはじめ、市内介護保
険施設職員等を対象にゲートキーパー養成研
修会を開催する。

11月11日開催、24人参加
傾聴方法についてロールプレイを実施し、約
８割の参加者から研修会への理解を得ること
ができた。

引き続き、開催方法を工夫し、市
職員や⺠生委員児童委員など、あ
らゆる分野におけるゲートキー
パーの養成を実施する。

101%

169%

「通いの場（介護予防
体操）」づくり

通いの場（介護予防体
操）箇所数（箇所）

シニア支援センターに普及促進事業を委託
し、地域包括支援センターと連携して未実施
自治会等へ説明会を実施する。

12月末現在、新規開始４か所
説明会10か所の実施、延参加者数80人

新型コロナの状況を⾒ながら、計
画値に基づき推進していく。93%

参加延人数（人）
介護予防出前講座

実施回数（回）
65歳以上の市⺠による団体に対し、運動、栄
養、⻭科、転倒予防講座を実施し、講師料の
補助をする。

実施回数88回
申込をしたが6件が新型コロナの影響により
中止となった。

新型コロナの状況を⾒ながら、計
画値に基づき、推進していく。

68%

50%

参加延人数（人）

楽笑教室（認知症・閉
じこもり・フレイル予
防事業）

実施回数（回）
袋井市社会福祉協議会に委託し、65歳以上の
要支援２までの高齢者を対象に、コミュニ
ティセンター等14か所で、各会場年21回教
室を実施する。

１月末登録者数241人
延参加者数3,484人、実施回数246回

計画値に基づき、フレイル予防に
効果的な教室を開催を⾏う。

100%

91%

施策別取組指標

地域リハビリテーショ
ン活動支援事業

出張指導回数（回）
住⺠主体のでん伝体操実施団体にリハビリ専
門職が出向き、効果的な運動方法等を指導す
る。

新型コロナの影響により、活動の⾒合わせや
中止が増えた。代替で健康状態等を自⼰管理
するためのセルフケアノートを配布してフレ
イル予防の啓発をした。

でん伝体操実施団体に活用を積極
的に呼びかけて、出張指導活用を
促していく。

検討件数（件）

自⽴支援型地域ケア会
議

実施回数（回）
高齢者の自⽴支援、ＱＯＬ（生活の質）の向
上を目的に、保健師や管理栄養⼠、リハビリ
専門職、地域包括支援センター職員などの他
職種で検討を⾏う。

９月21日勉強会開催
10月21日、１月20日開催
年４回の計画だったが、新型コロナの影響に
より、２回の開催とした。

計画値に基づき、効果的な会議開
催を⾏っていく。

50%

50%

参加延人数（人）

17%

14%

3



基本目標２ 共に⽀え合い、地域で安心して生活できる社会の実現
２-１ 地域共生社会の実現
２-１-１ 地域包括ケアシステムの充実（計画P61･62) ※R３は⾒込

年次
Ｒ２
年度

Ｒ３
年度

Ｒ３
実績/計画

Ｒ４
年度

Ｒ５
年度

内容 事業量(R３年度) 今後の取組方針

計画値 5,200 5,300 5,400

実績値 5,317 5,600

計画値 16 18 20

実績値 15 16

２-１-２ ⽀え合う仕組みの構築・ネットワークの充実（計画P64･65)

年次
Ｒ２
年度

Ｒ３
年度

Ｒ３
実績/計画

Ｒ４
年度

Ｒ５
年度

内容 事業量(R３年度) 今後の取組方針

計画値 4 5 6

実績値 3 3

計画値 24 24 25

実績値 23 23

計画値 76 83 90

実績値 69 69

２-１-３ 生きがいづくり・社会参加（計画P67･68) ※R３は⾒込

年次
Ｒ２
年度

Ｒ３
年度

Ｒ３
実績/計画

Ｒ４
年度

Ｒ５
年度

内容 事業量(R３年度) 今後の取組方針

計画値 105 107 110

実績値 102 100

計画値 260 270 280
実績値 246 143
計画値 3,000 3,250 3,500
実績値 3,386 2,500

計画値 13,000 14,000 15,000

実績値 12,132 13,285

施策別取組指標

総合相談窓口の充実 相談対応件数（延べ）

健康や医療、福祉や生活に関することなど相
談全般に応じ、関係機関と連携し課題解決に
向けて支援する。

延相談件数5,600件（約300件増）
ひきこもり、ヤングケアラー、ダブルケア、
8050の相談窓口として周知
相談支援コーディネーターを配置し、支援関
係者を調整し、継続的支援に努めた。

新たに社会福祉⼠や医療介護連携
コーディネーター等を配置し、多
職種のチームで対応する。研修会
や事例検討を重ね、職員のスキル
アップを図る。

108%

地域ケア会議の推進 個別ケース検討（件）

支援が必要な高齢者への適切な支援を⾏うた
め、関係者で個別のケース検討を⾏うととも
に、検討により把握された地域課題などから
地域包括ケアシステムを推進する。

市内４か所に設置している地域包括支援セン
ターが主催し、１月末時点で11回の地域ケア
会議を開催。

各地域包括支援センターが積極的
に開催できるよう促し、適切な支
援につなげていく。

施策別取組指標

100%

地域の支え合い活動の
推進

地域住⺠が主体となっ
た生活支援組織数（箇
所）

生活支援コーディネーターが調整役となり、
日常生活のちょっとした困りごとを支え合う
地域づくりを推進する。

北部地域での生活支援活動の説明や地域福祉
懇談会でワークショップを⾏うなど生活支援
活動⽴ち上げの支援を⾏った。

新たな活動が⽴ち上がるよう２層
ＳＣと連携し、地域への説明や⽴
ち上げの支援を⾏う。

75%

⾒守りネットワーク
実施箇所数（自治会
数）

日常生活の中で近隣住⺠がさりげない⾒守り
や支援をする⾒守りネットワークの⽴ち上げ
を推進する。

2層ＳＣと連携しネットワークが⽴ち上がっ
ていない地域でのワークショップや説明を
⾏った。

引き続き、ネットワークが⽴ち上
がっていない地域への説明等を⾏
う。

居場所づくり 箇所数（箇所）
地域の人たちが気軽に⽴ち寄り、ふれあいや
交流できる住⺠主体の居場所の継続支援や新
たな⽴ち上げを促す。

担い手の育成を図るため、居場所づくり体験
セミナーを開催した。（1月18日）

ふれあいや交流できる住⺠主体の
居場所の継続支援や新たな⽴ち上
げを支援する。

96%

91%

介護支援ボランティア
事業

ボランティア登録者数
（人）

介護施設や高齢者宅でのボランティア活動に
ポイント転換交付⾦を支給し、社会参加の
きっかけづくりや自⽴した生活を支援する。

実態把握のため継続登録調査を実施し、登録
者数が大幅に減少した。

事業の周知やボランティア活動の
場を増やし、登録者と施設を結び
付け、高齢者の社会参加や生きが
いづくりを支援する。

施策別取組指標

ふれあい・いきいきサ
ロン活動の推進支援

設置自治体数（箇所）
高齢者や障害者、子育て家庭等が地域の人と
触れ合いながら、心豊かに暮らすことができ
るように活動を推進している。

自治会や⺠生員児童委員と連携しながら必要
性の高い地区を推進した。

引き続き、ボランティア育成や交
流会を開催するなど、活動の促進
を図る。

ポイント転換活動数
（回）

新型コロナの影響によりボランティア受け入
れ施設が減少し、活動が減少した。

95%

55%

83%

⽼人福祉センター運営
支援

利用者数（人）
高齢者の健康増進と生きがいづくりのため、
指定管理者制度により⽩雲荘や笠原⽼人福祉
センターの運営を支援する。

健康相談、教養講座、レクリエーション等を
⾏い、高齢者同⼠のふれあいを深める場とし
て利用促進を図った。

利用者に信頼される安全な施設運
営に努め、利用者増加につながる
企画や実施に努めていく。

102%

4



２-１-４ 在宅生活への⽀援（計画P70･71) ※R３は⾒込

年次
Ｒ２
年度

Ｒ３
年度

Ｒ３
実績/計画

Ｒ４
年度

Ｒ５
年度

内容 事業量(R３年度) 今後の取組方針

計画値 635 665 695
実績値 616 543
計画値 700 730 765
実績値 675 666

計画値 145 150 155

実績値 152 150

計画値 230 230 230
実績値 265 265
計画値 1,000 1,000 1,000
実績値 1,014 1,100

計画値 255 260 265

実績値 250 231

計画値 5 5 5

実績値 3 6

計画値 300 300 300
実績値 300 330
計画値 1,300 1,300 1,300
実績値 1,278 1,300

計画値 1,700 1,700 1,700

実績値 1,186 1,100

２-１-５ 安心・安全の確保（計画P75) ※R３は⾒込

年次
Ｒ２
年度

Ｒ３
年度

Ｒ３
実績/計画

Ｒ４
年度

Ｒ５
年度

内容 事業量(R３年度) 今後の取組方針

計画値 220 230 240

実績値 198 195

施策別取組指標

ひとり暮らし高齢者訪
問事業

訪問実人数（人）
75歳以上の独居高齢者宅に看護師等の医療従
事者が訪問をして、健康や生活の状況確認や
保健指導を実施する。

訪問対象者のうち76名はフレイルのリスクが
高かったため、より専門性の高い指導をする
ため、栄養⼠が訪問を実施した。

基本チェックリストをデータ分析
し、数値に基づく傾向と対策を明
らかにし指導につなげる。を計画
値に基づき、訪問を⾏う。

86%

95%

高齢者等紙おむつ支給
事業

支給実人数（人）

訪問件数（件）

高齢者等配食サービス 利用者人数（人）

買物や調理が困難な高齢者に栄養バランスの
とれた食事を提供し、配食時に利用者の安否
確認を⾏う。

２月末利用者数135人、35,800食、１食あた
り290円助成
プロポーザルによる業者選定（３年毎）を
⾏った。

引き続き、配食代の助成と安否確
認を⾏い、高齢者の安心した在宅
生活を支援する。

65歳以上で3か月以上寝たきりや認知症の方
を対象に、2カ月に1度紙おむつを支給し、在
宅での介護者の負担軽減を図る。

支給延件数（件）

２月末支給実人数245人、支給延件数1,009
件
プロポーザルによる業者選定（３年毎）を
⾏った。

高齢者訪問理美容サー
ビス

利用者人数（人）
寝たきりで理美容店に出向くことが困難な高
齢者に、出張費用を助成する。

２月末登録者数11人、実利用者数4人、利用
延回数7件

助成が必要な方にサービスを利用
していただけるよう、事業の周知
を⾏う。

在宅介護支援⾦支給事
業

支給実人数（人）

在宅で介護が必要な者及びその介護をしてい
る者に対し在宅介護支援⾦を支給する。

７月及び１月にそれぞれ前月分までを支給２
月末現在実人数231人 支給延人数339人

令和４年４月以後の月分の支援⾦
から在宅介護と介護者の更なる的
負担の軽減を図ることを目的に支
援⾦の額の改定する。

延利用人数（人）

２月末実利用人数320人、延利用人数1,200
人

腰痛や肩こり等を改善し、健康で
健やかに過ごせるよう助成する。はり・灸・マッサージ

施術費助成

実利用人数（人）

施策別取組指標

高齢者緊急通報システ
ム機器貸与

設置数（台）
ひとり暮らし高齢者等に日常生活の安全と緊
急事態への対応を図るため、緊急通報用機器
を貸与する。

２月末設置数191台（コールセンター方式
162台、モバイル式1台、駆け付け方式28
台）

ひとり暮らし高齢者訪問時等に事
業の周知をし、安全・安心な在宅
生活を支援する。

通院・外出支援（付き
添い）サービス

ファミリー・サポート
センター利用者人数
（人）

通院や買い物等への移動支援が必要な方を対
象に、ふくろいファミリーサポートセンター
等が支援を⾏う。

新型コロナの影響により、外出自粛など⾏動
が控えられたため利用者が減少した。

引き続き、支援が必要な方に利用
していただけるよう制度を周知し
ていく。

国の制度改正に伴い支給対象要件
に所得制限を設定する。

70歳以上の希望者に施術費の助成券を交付す
る。

103%

115%

110%

91%

120%

110%

100%

65%

89%
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２-２ 認知症施策の推進
２-２-１ 認知症に対する正しい理解の促進（計画P77･78) ※R３は⾒込

年次
Ｒ２
年度

Ｒ３
年度

Ｒ３
実績/計画

Ｒ４
年度

Ｒ５
年度

内容 事業量(R３年度) 今後の取組方針

計画値 50 50 50
実績値 56 20
計画値 1,000 1,000 1,000
実績値 838 400

計画値 102 104 106

実績値 105 105

２-２-２ 認知症予防の推進（計画P79･80) ※R３は⾒込

年次
Ｒ２
年度

Ｒ３
年度

Ｒ３
実績/計画

Ｒ４
年度

Ｒ５
年度

内容 事業量(R３年度) 今後の取組方針

計画値 14 14 14
実績値 14 14
計画値 140 210 280
実績値 119 140

計画値 75 80 85

実績値 69 70

計画値 24 24 25

実績値 23 23

計画値 105 107 110

実績値 102 100

２-２-３ 切れ目のない相談・⽀援体制の充実（計画P82) ※R３は⾒込

年次
Ｒ２
年度

Ｒ３
年度

Ｒ３
実績/計画

Ｒ４
年度

Ｒ５
年度

内容 事業量(R３年度) 今後の取組方針

計画値 12 12 12
実績値 11 9
計画値 12 12 12
実績値 9 5

２-２-４ 地域で⽀え合い、ともに暮らす社会の実現（計画P85)

年次
Ｒ２
年度

Ｒ３
年度

Ｒ３
実績/計画

Ｒ４
年度

Ｒ５
年度

内容 事業量(R３年度) 今後の取組方針

計画値 20 20 20

実績値 20 40

計画値 145 150 155

実績値 142 143

施策別取組指標

認知症サポーター養成
講座

実施回数（回）
市⺠や事業所、学校などを対象に、認知症に
ついて正しく理解し、認知症の方やその家族
を⾒守り、支援するサポーターを養成するた
めの講座を開催する。

新型コロナの影響により、開催回数が減少し
た。小学校での養成講座ではオンラインでの
開催を⾏った。

多様な対象者に対して開催を推進
していく。また、状況に応じてオ
ンラインでの開催も実施する。

実施人数（人）

40%

40%

認知症キャラバン・メ
イトの育成

認知症キャラバン・メ
イト登録者数（人）

認知症サポーター養成講座で講師となる認知
症キャラバン・メイトの育成を⾏うととも
に、メイトへのフォローアップ研修会を実施
する。

認知症の方への⾒守りや声掛けなどの生活⾯
の支援を⾏う「チームオレンジ」の⽴ち上げ
を目的に、チームオレンジ養成講座を実施、
参加者46人

引き続き、フォローアップ研修会
等を実施し、効果的な認知症サ
ポータ養成講座の開催につなげ
る。

施策別取組指標

103%

認知症予防のための取
組

セミナー実施回数
（回）

ふくろい健康保健室や総合健康センターにお
いて、漢字色別テストの実施や認知症予防に
ついての講義・体験を実施する。

12月末現在、10か所実施、延参加人数98
人。コミセン9か所81人、総合健康センター
17人。

計画値に基づき、推進する。

参加延人数（人）

100%

100%

通いの場づくり
※再掲

通いの場（介護予防体
操）（箇所）

シニア支援センターに普及促進事業を委託
し、地域包括支援センターと連携して未実施
自治会等へ説明会を実施する。

12月末現在、新規開始４か所
説明会10か所の実施、延参加者数80人

新型コロナの状況を⾒ながら、計
画値に基づき推進していく。

居場所（箇所）
地域の人たちが気軽に⽴ち寄り、ふれあいや
交流できる住⺠主体の居場所の継続支援や新
たな⽴ち上げを促す。

担い手の育成を図るため、居場所づくり体験
セミナーを開催した。（1月18日）

ふれあいや交流できる住⺠主体の
居場所の継続支援や新たな⽴ち上
げを支援する。

ふれあい・いきいきサ
ロン設置自治会数（箇
所）

高齢者や障害者、子育て家庭等が地域の人と
触れ合いながら、心豊かに暮らすことができ
るように活動を推進している。

自治会や⺠生員児童委員と連携しながら必要
性の高い地区を推進した。

引き続き、ボランティア育成や交
流会を開催するなど、活動の促進
を図る。

93%

96%

施策別取組指標

認知症初期集中支援
チーム

チーム員会議実施回数
（回）

医師・リハビリ専門職等がチームを組み、認
知症の方や認知症が疑われる方とその家族に
対して集中的な支援を⾏う。

月１回程度チーム員による会議を開催した。
１人の対象者に対して、３回〜４回チーム員
による検討を⾏った。

支援対象となる方をチームに繋げ
られるように、介護や医療関係者
に対して事業の周知を積極的に⾏
い、対象者把握に努めていく。

支援人数（人）

協⼒事業所の登録数
（箇所）

介護サービス事業者等に協⼒事業所として登
録していただき、⾏方不明となった場合の早
期発⾒ネットワークを構築する。

登録事業所新規1件 新規開設の介護サービス事業所を
中心に登録を促す。

施策別取組指標

はいかいＳＯＳネット
ワーク事業

新規登録者数（人）
地域包括支援センターや介護保険事業所を通
じて、はいかいの心配のある方に対してネッ
トワークへの登録を勧めている。

２月末登録者数96人、新規登録者38人
QRコードシールを導入し、登録者へ配布し
た。

登録者が加入できる個人賠償責任
保険やQRコードシールを活用し、
制度の普及を促進する。

95%

75%

42%

200%

99%
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２-３ 在宅医療・介護連携の推進
２-３-１ 在宅医療・介護連携の推進（計画P88･89) ※R３は⾒込

年次
Ｒ２
年度

Ｒ３
年度

Ｒ３
実績/計画

Ｒ４
年度

Ｒ５
年度

内容 事業量(R３年度) 今後の取組方針

計画値 19 22 25

実績値 16 24

計画値 175 185 195

実績値 168 210

計画値 180 190 200

実績値 120 94

計画値 120 140 160

実績値 0 0

２-３-２ 切れ目のない在宅医療と介護の連携の体制の整備推進

「シズケア＊かけは
し」登録事業所数（箇
所）

医師会と連携を図りながら、座談会等におい
てシズケア＊かけはしの普及啓発を⾏った。

1月14日シズケア＊かけはしの操作研修会を
開催、参加者４名

引き続き、医師会と連携を図りイ
ンストラクターを派遣し、シズケ
ア＊かけはしの普及啓発を⾏う。

医療・介護関係者研修
参加延人数（人）

専門職が市⺠にACP（アドバンス・ケア・プ
ランニング）導入の支援が円滑にできるよう
研修会を開催する。

ACPに関する研修会をWEBにて2回開催、延
べ参加者94人

引き続き、ACPに関する研修会を
グループワークなどの実践的な内
容も盛り込み開催する。

市⺠公開講座等参加延
人数（人）

在宅療養が必要になった際に終末期ケアの在
り方等を理解することは、適切な在宅療養を
継続するためには⽋かせないため、市⺠への
普及啓発を⾏う。

新型コロナの影響により、開催は⾒合わせ
た。代替で、もしもの時に備え、どのような
医療やケアを受けたいなどを記載できるセル
フケアノートを作成し配布した。

袋井市版人生会議ノート「こころ
のノート」を活用して、医療介護
関係者の協⼒を得ながら、ワーク
ショップを開催する。

コーディネーター相談
支援件数（件）

総合相談窓口や磐周医師会において、市⺠や
医療介護関係者からの在宅医療介護連携に関
する相談を受け、適切なサービス等に繋げ
る。

12月末時点、在宅医療介護連携に関する相談
件数159件

新たに、総合健康センター内の総
合相談窓口に磐周医師会の在宅医
療介護連携コーディネーターを定
期的に配置をして、相談体制を強
化していく。

施策別取組指標

多職種・多機関の連携
推進

126%

120%

52%

0%
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基本目標３ 安⼼な⽣活を⽀援するための介護保険制度の推進
３-１ 介護保険事業の円滑な実施
３-１-１介護サービス事業の推進 ※R３は⾒込 ※R３は⾒込

年次
Ｒ２
年度

Ｒ３
年度

Ｒ３
実績/計画

Ｒ４
年度

Ｒ５
年度

施策別取組指標 年次
Ｒ２
年度

Ｒ３
年度

Ｒ３
実績/計画

Ｒ４
年度

Ｒ５
年度

計画値 73,571 76,164 77,981 計画値 3,000 3,060 3,120
実績値 59,980 58,789 実績値 2,821 2,874
計画値 1,624 1,638 1,638 計画値 300 300 300
実績値 1,238 927 実績値 252 167
計画値 0 0 0 計画値 0 0 0
実績値 0 0 実績値 0 0
計画値 20,664 21,956 23,633 計画値 2,400 2,580 2,760
実績値 18,217 19,294 実績値 2,149 2,320
計画値 7,512 8,021 8,671 計画値 852 900 960
実績値 6,323 6,129 実績値 782 883
計画値 7,507 7,702 7,985 計画値 588 600 624
実績値 6,837 9,295 実績値 523 675
計画値 3,474 3,818 4,200 計画値 360 384 420
実績値 2,490 3,322 実績値 275 331
計画値 2,208 2,316 2,568 計画値 230 216 216
実績値 2,234 2,643 実績値 209 230
計画値 149,154 156,376 161,623 計画値 10,884 11,268 11,640
実績値 133,191 136,716 実績値 10,168 10,104
計画値 15,780 17,568 17,976 計画値 1,716 1,824 1,860
実績値 14,072 12,910 実績値 1,505 1,311
計画値 1,128 1,200 1,212
実績値 991 950
計画値 14,880 15,644 16,526 計画値 1,968 2,076 2,172
実績値 14,541 15,241 実績値 1,918 1,948
計画値 586 604 628 計画値 120 120 132
実績値 387 494 実績値 88 70
計画値 628 628 641 計画値 96 96 96
実績値 387 939 実績値 88 68
計画値 0 0 0 計画値 0 0 0
実績値 3 0 実績値 1 0
計画値 9,912 10,140 10,380 計画値 4,548 4,656 4,776
実績値 9,980 10,623 実績値 4,192 4,461
計画値 216 228 240 計画値 120 132 132
実績値 170 199 実績値 70 95
計画値 120 132 144 計画値 72 72 84
実績値 119 107 実績値 85 108
計画値 15,036 15,504 16,044 計画値 5,508 5,760 5,868
実績値 14,989 15,333 実績値 5,044 5,363
計画値 7,525 7,805 8,285 計画値 960 1,020 1,080
実績値 8,430 8,711 実績値 980 1,005
計画値 720 744 768 計画値 120 120 120
実績値 630 703 実績値 146 145
計画値 252 276 300
実績値 238 220
計画値 312 312 312 計画値 48 48 48
実績値 0 25 実績値 0 4
計画値 120 120 120 計画値 24 24 24
実績値 0 0 実績値 0 0

訪問入浴介護（回） 57% 訪問入浴介護（人） 56%

124% 訪問リハビリテーション（人） 115%

通所介護（回） 92%

施策別取組指標

居宅サービス
（計画P94〜97)

訪問介護（回） 80% 訪問介護（人） 96%

介護予防訪問入浴介護（回） 100% 介護予防訪問入浴介護（人）

介護予防訪問看護（回） 82% 介護予防訪問看護（人） 104%

100%

訪問看護（回） 93% 訪問看護（人） 97%

介護予防訪問リハビリテーション
（回）

96%
介護予防訪問リハビリテーション
（人）

92%

訪問リハビリテーション（回）

通所介護（人） 93%

居宅療養管理指導（人） 120% 介護予防居宅療養管理指導（人） 100%

介護予防通所リハビリテーション
（人）

84%

通所リハビリテーション（回） 82% 通所リハビリテーション（人） 76%

介護予防短期入所生活介護（日） 84% 介護予防短期入所生活介護（人） 58%

短期入所生活介護（日） 102% 短期入所生活介護（人） 99%

介護予防短期入所療養介護（日） 100% 介護予防短期入所療養介護（人） 100%

短期入所療養介護（日） 150% 短期入所療養介護（人） 71%

特定福祉用具購入費（人） 92% 特定介護予防福祉用具購入費（人） 79%

福祉用具貸与（人） 107% 介護予防福祉用具貸与（人） 98%

居宅介護⽀援（人） 102% 介護予防⽀援（人） 97%

住宅改修（人） 89% 介護予防住宅改修（人） 150%

地域密着型サービス
（計画P99)

地域密着型通所介護（回） 116% 地域密着型通所介護（人） 105%

看護⼩規模多機能型居宅介護（人） 87%

認知症対応型通所介護（回） 8% 認知症対応型通所介護（人） 8%

介護予防認知症対応型通所介護（回） 0% 介護予防認知症対応型通所介護（人） 0%

⼩規模多機能型居宅介護（人） 98%
介護予防⼩規模多機能型居宅介護
（人）

121%
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年次
Ｒ２
年度

Ｒ３
年度

Ｒ３
実績/計画

Ｒ４
年度

Ｒ５
年度

施策別取組指標 年次
Ｒ２
年度

Ｒ３
年度

Ｒ３
実績/計画

Ｒ４
年度

Ｒ５
年度

計画値 4,512 4,680 4,860 計画値 2,220 2,340 2,400
実績値 4,409 4,270 実績値 2,207 2,279
計画値 60 60 72 計画値 792 792 804
実績値 43 12 実績値 735 814
計画値 1,800 1,812 1,812 計画値 12 12 12
実績値 1,539 1,663 実績値 24 28
計画値 660 696 732 計画値 72 72 72
実績値 554 601 実績値 77 60
計画値 165 165 165 計画値 5 10 15
実績値 165 155 実績値 1 1
計画値 1 2 3 計画値 6 7 8 9
実績値 ― 1 実績値 6 6
計画値 535 535 535 計画値 45 60 75
実績値 535 465 実績値 30 25
計画値 1 1 1 計画値 5 6 7
実績値 ― 0 実績値 4 5
計画値 3,200 3,200 3,200
実績値 3,332 3,200

３-１-２介護サービスの質の確保 ※R３は⾒込 ※R３は⾒込

年次
Ｒ２
年度

Ｒ３
年度

Ｒ３
実績/計画

Ｒ４
年度

Ｒ５
年度

施策別取組指標 年次
Ｒ２
年度

Ｒ３
年度

Ｒ３
実績/計画

Ｒ４
年度

Ｒ５
年度

計画値 100 100 100 計画値 2 2 2
実績値 100 100 実績値 2 2
計画値 3 3 3 計画値 20 20 20
実績値 3 3 実績値 27 20
計画値 100 100 100 計画値 5 5 5
実績値 100 100 実績値 1 5
計画値 100 100 100 計画値 5 5 5
実績値 100 100 実績値 2 5

計画値 実施 実施 実施 計画値 3 3 3

実績値 実施 実施 実績値 2 3

計画値 1 1 1 計画値 3 3 3
実績値 1 1 実績値 3 3
計画値 33 32.5 32
実績値 32 33
計画値 4 4 4
実績値 6 6

施策別取組指標

施設・居住系サービス
（計画P101〜102)

介護⽼人福祉施設（人） 95% 介護⽼人保健施設（人） 103%

認知症対応型共同生活介護（人） 92%
介護予防認知症対応型共同生活介護
（人）

233%

特定施設入居者生活介護（人） 91%
介護予防特定施設入居者生活介護
（人）

83%

介護療養型医療施設（人） 20% 介護医療院（人） 103%

訪問型サービスＢ【住⺠主体】（箇
所）

100% 訪問型サービスＣ【短期集中】（人） 86%

介護予防・生活⽀援サー
ビス（総合事業）
（計画P104)

訪問介護担当サービス【現⾏相当】
（人）

94% 訪問型サービスA【基準緩和】（人） 20%

通所介護相当サービス【現⾏相当】
（人）

87% 通所型サービスA【基準緩和】（人） 56%

介護予防ケアマネジメント利用者数
（件）

100%

通所型サービスＢ【住⺠主体】（箇
所）

0% 通所型サービスＣ【短期集中】（人） 100%

施策別取組指標

介護給付適正化事業
（計画P107〜109)

認定調査点検実施率（％） 100% 業務分析データの分析実施（回） 100%

住宅改修の書類審査点検実施率（％） 100%
住宅改修の施⾏前施⾏後訪問調査
（件）

100%

特定福祉用具購入の書類審査点検実施
率（％）

100% 特定福祉用具購入の訪問調査（件） 100%

県や市主催の研修会等への参加（回） 100% ケアプラン点検 （件） 100%

介護給付費通知の実施（回） 100%
「介護給付適正化システム」から出⼒
される帳票の点検（帳票）

100%

縦覧点検及び医療情報との突合の静岡
県国⺠健康保険団体連合会への委託の
実施

市による自主的な縦覧点検（帳票） 100%

サービスの質の向上に向
けた取組（計画P111)

自⽴⽀援、介護予防、重症化防⽌に関
する集団研修会（回）

150%

要介護認定の申請から結果通知までの
平均処理期間の短縮（日）

100%

9




